
ヴェネズェラ、 ロス ・ タケスでの日蝕観測

l. はじめに

阪急交通社（神田支店）の観測ツア ー

に参加し、パラグアナParaguana半島の

ロス・タケスLos Taques (プントフィオ

のやや北）で約100名の参加者と共に日

蝕を観測した。

幸いにも天候・透明度に恵まれ、第1

接触から第4接触までほぼ理想的な状態

で観測することができた。

観測地ロス ・ タケス小中学校の位倍は、

西経70° 16' 55'、北緯11° 49'58' 。

2. 日蝕ツア ー の概況

長崎県佐世保市 松 本直弥

実は、1994年のペル ー 日食も同社のツア ー に参加した。第2接触の30分前に晴れ間を求

めてバスで20kmを爆走した、あのヅァ ー であ る（バスで移動した約120名は蔀雲を通しな

がらも皆既の様子を見ることができたが、私は震の中に残留した27名の内の1人）。

今回のツア ー はA (2月21日~3月2日）、 B (2月24日~3月5日）の2コ ー スに分

かれていたが、土日を有効に使えるAコ ー スの方が人気が高く、 参加者はAコ ー スが約70

名、 Bコ ー スが約30名であった。両コ ー スの参加者は2月25~27日の間行動を共にし、ロ

ス・タケスで日蝕観測を行った。

同社のツア ー の印象を 一 言で言うと「日蝕も見られる糾光ツア ー 」といったところか。

観光のスケジュ ー ルが密に入る一方、 観測のリハ ー サルなどはできない。今回はできれば

観測地の下見くらいはできる他社のツア ー に参加したいと考えていたが、 “ギアナ高地観

光付き全行程10日間で3 7. 8万円
＂

の価格の安さに引かれ、またしても同社のツア ー に申し

込んでしまった。観測派には少々不曲が残る行程も、一方では、 より観光を誼視する人述

には人気が高い。私も、もちろんギアナ高地はたいへん楽しみだった。

3. 観測地への旅

2月21日：成I]」発12:55のNW-086使で日本をIii発（佐世保のL'.:.i宅をIiiたのは03:20)。

デトロイト、 メンフィス、 マイアミを経山し、成11111\発からほぼ24時間後の2113深夜24時

にヴェネズェラの首都カラカス空迷へ到沿。22~241
―
1はギアナ翡地の観光。

2月25日：午後、El食観測のためのWi1'.1地モロコイヘliiJかう。大型バスに乗り約4時間

でモロコイヘ到祈。カラカスから観測地のパラグアナ半島までは直線で約400 kmの距離が

あり、モロコイはそのほぼq, II\)に位ii'.'./するカリプ竹りにifiiしたリゾ ー ト・ホテル。観測地ま

で少々辿いが、たぶん観測地の近くには 100名がli•:i il'Iできるホテルが確保できないのだろ

う。 lリ）日の長旅に備えホテルに人る直前に給油。ガソリンは）M'i換ダ，1: l e 約101'] !。
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ヴェネズェラは産油国のため南米ではかなり豊かな国という印象を受けた。 高速道路が

整備され、 カラカス中心部には高屈ビルが林立する。 治安も良く、 ペルー にはうるさいほ

どいた、おなじみの物売りもほとんど見かけなかった。

2月26日：05:  10ホテルを出発。3台の大型パスを連ね、パトカーが先専。途中からは警官の

乗ったバイク部隊も加わった。ちょっとVIP気分。テルを出発する頃からかなり実が培え、し

ばらくすると完全に硲りとなってしまった。 カリプ海が全部銀で覆われたかと思えるほど

の雲に参加者の頻も不安げになる。しかし、陽が昇る頃には再び晴れ始め、パラグアナ半島に

近付く頃にはすっかり快晴となった。

パラグアナ半島の本島と大陸を結ぶ「洵の中迎」（砂嘴の部分）に入れば皆既帯に入る。

ここで事故があっても、 一応皆既は見えるのでひと安心。 だが、 本島に入ると雲が増え始

め、 心配は尽きない。

09:40無事観測地のロス ・ タケスの小中学校に到着。 バスケット ・ コ ー トなどもあるな

かなか立派な学校である。 周囲が高さ2mのネットフェンスで囲まれており、 外界とは隔

離された環境の中で観測ができる。 ついて来た笞官と兵士が周囲を陵衛する。 重そうに機

材が入ったスー ツ ・ケー スを巡んでいたら若い兵士が運ぶのを手伝ってくれた。

サッカー コ ー トほどの広さの校庭に、 天文インストラクター として参加していた渡辺和

郎氏が前もって引いてくれていた南北線に沿って機材を組み立てる。 が、 予想通り、 東寄

りの風が強く吹きつけ（平均 lOm/sec?) 、 ほこりが舞い機材も揺れる。 写真撮影に影密

を及ぼすのは必至と考え、 組み立てた機材を抱えて風の来ない校舎の影にひっ越す。 あま

り広くない校舎の影には次から次に人が集まり、 最後には、 せっかく南北線を引いた校庭

には人が少なくなった。 気温は約31
°

C、 風が無くなると暑くてたまらない。

到若したときには3~4割あった雲は、 いつのまにかすっかり姿を消した。 カラカスで 

は透明度が非常に悪い（モヤって水平線が見えないほど）のが気になっていたが、 ここで

はかなり良くなった。 たぶん弥い東風のせいだろう。 遠くにカリプ洵が碧く輝いている。

ロ ス ・ タ ケ ス 小中学校で の観測風骰
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4. 日 食観測の状況

今回の私の観測項目は下表の通り。

1998ヴェネズェラ日食 観測計画 ( Naoya IIATSUIIOTO ) 

観 測 項 目 使 用 器 材 フィルム(ISO) 架台 備 考

光学系 f. I カメラ

①部分食および皆既 BORG EDlOO x 1. 4 F4 プロビア(100) p 2 日食全経過

900mm D 4 7 ィルク_.

② D リング・ コ ロナ TAKAIIASIII FC6 5 F4 リア ラ(1 00) p 2 皆既の前後

500mm のみ

③日食の全経過 SONY PClO x2テi,Jン P2 日食全経過

D4+ ND400 

④日食情景写真 16mm F2. 8 F 301 リア ラ(100) 三脚

狭い所で観測すること になったので「日食情景写真」は断念したが、 太陥に寄添う惑星

の姿を記録できずとても残念。 1枚撮っておけば良かった。

12:35より撮影開始。12:37 には欠け始めたのを確認。10分おき に部分食を撮影する。

やや大きな黒点が2群認められる。1 3:40食分が 0. 7を過ぎる頃からあたりが薄暗くなる。

な にぶん狭い所 にいるので、 周囲の風景の変化を楽しむことがあまりできない。

そして14:08過ぎいよいよ皆既の瞬間を迎えた。14: 08: 03~ 08: 14予定通り第2接触の

状況を1 /125で8コ マ撮影。 その直前「シャドーバンドがすごい！」の声が耳に入るが、

そちら に目をやる余裕は無い。 D リングは1 995インド に比べると平坦な感じである。

14:08:1 5第2接触。直後 にプロミネンスを高速シャッター(1/ 500)で撮影。ビデオカメ

ラの梢図を修正した後、 コ ロナを撮影。私のシステムでは1 ~1/2sが外部 コ ロナの適性蕗

出なので、 この速度を中心に同じ露出で複数の コ マを撮影した。 一述の コ ロナの撮影が終

わったのが14:09:16。 インドでは コ ロナの撮影が終わると同時に第3接触を迎えたが、 今

回はまだ2分ほど時間の余裕がある。

肉眼とワイドビノで空に浮かぶ黒い太陽と コ ロナの伸びをじっくり観察する。太阻のす

ぐ下に木星が、 上に水星が明る＜光っている。 明るい惑星が2つも太隔の近く に寄り添っ

ているのを見るのは初めてだ。ビデオを広角にズームさせて木屈までを写し込み、また望

遠側へ戻す。広角での情景写真を断念したのが悔やまれる。 1分以上も眼視観察を行う...

皆既の継続時間が長いと感じた。

第3接触前に西側のプロミネンスの撮影。14:11:30に撮影する予定だったが、 第3接触

に遅れるのを恐れて2 0秒ほど早めてしまった（結果は…やはり早すぎた）。 黒い太陥の西

側 にどんどんプロミネンスが現れる。 縁がいよいよ明るくなり、14:11: 43から第3接触の

撮影。14:11 : 55まで に8コ マ撮影し、 予定通りの製測を終了した。 第3接触は14:11:50、

皆既の継続時間は3分 35秒だった。 月緑効果で予報より8秒短い。
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5. 日 食観測を終えて

眼視でも写真でも、コロナは東西に長く伸びており、太陽活動の極小期の特徴を示して

いる。 しかし、インドの写真と見比べると少し南北方向へ広がっており、そろそろ中間型

へ移行しつつあると考えられる。 コロナの伸びの方向はNからW回りに110
°

• 290
゜

で、

w側の方は大きく 2 本に分かれ幅が広い。 E 側はl団はやや狭いが 3 本に分かれている。

ダイアモンド・リングの美しさは明らかにインドの方に軍配が上がった。 インドでは特

にファ ッションリングのような第 3 接触の複雑さが印象的だったが、今回はかなり単調な

感じだった。

皆既日食12回を誇る赤岩さんによれば、皆既直前のシャド ー バンドはこれまでになくみ

ごとだったそうだ。 その時間帯、私はカメラのファインダ ー とにらめっこなので未だにシ

ャド ー バンドを見たことがない。

その後はセルベッソ（スペイ

ン語でビ ー ルのこと）で乾杯。

15:35まで部分食の撮影を続け、

手早く片付けたのち掃路につく。

付近の住民が笑頻で手を振って

送ってくれた。

帰り路は日食見物婦りの車で

大渋滞、ホテルまで 6 時間もか

かって沼いたのは22時過ぎ。

（ほとんど全員が眠りこけてい

た）身も心も疲れたが、もちろ

ん大勅足。 これで私の戦紹は3

勝3敗の5分となった。 来年8

月のトルコで勝越しを狙いたい。

エrー
日食観測中の箪者

12:00 31.3 日食中の気温の変化
12.10 31.9 □且12.20 32.3 

12:30 32 36 
12 40 32 

35 12:50 32 8 

13:00 33 6 34 
13:10 33.8 33 
13 20 33.6 

嗅3213:30 32 8 

13:40 32 5 販31
13:45 32 30 
13-50 31.8 29 
13:55 31.2 

14 00 30.6 28 
14.12 30 2 27 
14.20 30 5 

8 '' 
゜ ゜ ゜

� 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

14.30 32 Cヽ』 寸 ? 寸 LO 9 cヽi 寸

14'40 32.9 N N .. 
Cヽl ゜ ゜ C") 。 寸 寸

．． 
� uっ

14 50 33.5 

現地時刻1500 34.4 

1510 35.5 
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「第2接触」 1998年2月26日 14h 08m 06s 

TAKAUASIII FC65直焦(fl. 500mm) , FUJICOLOR REALA (露出1/125s)

「コ ロ ナ」1998年2月26日14h 09m 03s (函IIJ l/2s) 他のデ ー タは上と同じ
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